
   

 

     

                             
校長：須藤 美香 Tel：0880-24-0006                                               

１０月の生活目標：決まりを守ろう        ５月８日に籾まきをして、スタートをした米づくりの学習。学校のすぐ前の
田んぼを借りていただいたので活動や観察の際にも移動が少なく助かりました。

5年生の東 英司さん（香緒さんのお父さん）を中心に、これまで水の管理や台

風対策等、約 5か月間しっかりとお世話をしてくださったおかげで、素晴らし 

い秋晴れのもと無事稲刈りの日を迎え、５年生児童 7人と保護者の皆さんで東又祭りに向けて刈り 

終えることができました。鎌を使って田んぼの外側を刈った後は、コンバインに交代で乗って刈り 

取りました。 

また、昨年度米づくりをしてくださった鬼頭 宣英さん（6年生英慈さんのお父さん）にもコンバ 

インをお借りしたり、ご自宅に保管されていた足踏式回転脱穀機で昔の道具の体験をさせていただ

いたりしたりしました。ありがとうございました。                      
四万十町立東又小学校 

《めざす子ども像》 
○かしこい子 
○やさしい子 
○元気な子 

― 役に立つ喜びを知る子 ― 
令和５年１０月２０日（金）№２９  

稲刈り 
１０月１０日 5年生 稲刈り&防災キャンプ 

刈ったぞ～！ コンバインの運転

にも挑戦 
足踏式回転脱穀機を

体験。これを考えた人

はすごい！ 



  5 年生の総合的な学習の時間のテーマは「つながれ命（農業・防

災）」です。今年度も２日間にわたり、四万十町役場危機管理課 谷 

勝仁さん、芝野 富也さん、自主防災組織の鬼頭 昭憲会長さんをは

じめ組織の皆さん、５年生保護者の皆さんにご協力をいただき充実

した活動を行うことができました。ありがとうございました。今年

も炊飯袋を使ってご飯を炊いたり、カレー作りをしたりと炊き出し 

体験も行いました。また、「避難所で自分たちができること」を考えた５年生と自主防の方との意見 

交流も大変意義のあるものとなりました。その他、地震が発生したときの身を守る姿勢をこれまで 

「ダンゴムシのポーズ」としてきたものが、「周りをすぐ見ることができる、すぐに立つことができ 

る」とのことから、最近では「ライオンのポーズ」に変わっていることを教えていただき、実際に地 

震が起き揺れた時にどのような状態になるかの体験もさせていただきました。ぎゅっとつまった 2

日間で多くのことを学び経験することができました。この先災害が起きた時、どう行動するか。一人

一人が学び考えたことを、是非、自分のために家族のために地域のために生かしてほしいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

防災キャンプ 
１０月１２・１３日 

自主防災組織の皆さん 【消火器訓練】火元めがけて！ 
自主防の皆さんと交流 【非常食体験】発熱材の付いた牛丼 

温かいのが嬉しい！ 
【炊き出し体験】炊飯袋に水とお米を

入れます。みんなでカレーも作りまし

た。 
芝野さん 谷さん 

与えられたミッションに挑戦中！ 
揺れても「ライオンのポーズ」は

安定するよ 


